
2021 年 11 月 15 日から 18 日の 4日間、世界各国から 45名の講演者を招き、3回目となる GS1 ヘルス
ケアオンラインサミットが開催された。89 ヵ国、741人の聴講者に対して、各国でのバーコード表示規制の最新動向や
医療機関での GS1標準活用事例などが報告され、活発な議論が行われた。

※本書は、GS1ヘルスケアジャパン協議会会員向けに会議内容を報告する目的で作成されたものです。
本資料内の図には、会議内で講演者が用いた資料が含まれますので、転載はお控えください。

GS1 ヘルスケアジャパン協議会 
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※本文中に登場する各日程の開催時刻は、いずれも日本時間である。

各セッション内容の詳細付きの報告書は、GS1ヘルスケアジャパン協議会　会員専用ページに掲載しています。
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